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平
成
29
年
３
月
第
１
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
、

会
期
を
３
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
と
し
、

同
月
２
・
９
・
16
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
条
例
制

定
・
改
正
12
件
、
平
成
28
年

度
補
正
予
算
10
件
、
平
成
29

年
度
当
初
予
算
13
件
な
ど
全

36
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
に
は
萩
原
町

長
が
平
成
29
年
度
の
施
政
方

針
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
２
月
28
日
ま
で
に
受
理

さ
れ
た
陳
情
４
件
が
各
常
任

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
採
択
２
件
、

３
月
定
例
会
で

　
　

全
案
件
を
可
決

趣
旨
採
択
１
件
、
不
採
択
１

件
と
な
り
ま
し
た
。
（
関
連

10
頁
）

　
な
お
、
定
例
会
３
日
目
に

行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
７

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
移
住

定
住
施
策
や
福
祉
関
係
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
（
関
連
11
頁
～

18
頁
）

　　１）平成29年度の施政方針を表明する町長

　　２）各案件とも慎重審議が行われました

３・４）質疑を行う様子

　　　　※３：黒岩議員　４：豊田議員

条
例
や
当
初
予
算
な
ど

全
36
議
案
可
決

３月定例会の概要

３ ４

２

１



３　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１

条　例　名

町立認定こども園条例

町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例

町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

町職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一

部を改正する条例

町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

へき地診療所設置条例の一部を改正する条例

町税条例等の一部を改正する条例

町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例

町立学校設置条例の一部を改正する条例

町立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例

町こども館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

条例の概要

応桑こども園運営に関する規定を定めた条例制定(関連４頁)

「地方公務員の育児休業等に関する法律」など関係法

律の施行に伴う条例改正

同　　上

へき診療所の土曜診療等による医師への手当支給に関する条例改正

地方公務員法の一部改正に伴う条例改正

延滞金に係わるものを町税条例と同様にする改正

利用者の利便性向上を目的とした条例改正

地方税法一部改正に伴う条例改正（関連５頁）

中小企業者の資金繰りを引き続き支援するための条例改正

応桑こども園設置に伴う条例改正

預かり保育の料金区分細分化を行う条例改正(関連５頁)

応桑こども館の位置変更、北軽井沢こども館新設に伴う条例改正

■３月定例会で可決された条例の概要
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応
桑
こ
ど
も
園
の
新
設
に

伴
い
、
町
立
認
定
こ
ど
も
園

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

（
３
月
２
日
、
本
会
議
）

　

こ
の
条
例
は
認
定
こ
ど
も

園
が
実
施
す
る
事
業
や
入
園

資
格
、
保
育
料
な
ど
新
設
に

際
し
必
要
な
規
定
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
小
学

保育所機能

〇保護者が就労等の理

由で養育できない０歳

～就学前の保育が必要

なこどもを預かる施設

〇保育活動の実施

幼稚園機能

〇保護者の就労等問わ

ず、原則４時間の幼児

教育を行う

ず、原則４時間の幼児

教育を行う

子育て支援機能〇保育活動の実施

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
小
学

■就学前のこどもに幼児教育・保育を提供

　保護者の就労等問わず０歳～就学前の子どもを対象

として、保育や幼児教育（３歳児以上対象）を実施

■地域における子育て支援

　全ての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した

相談活動や、親子の集いの場の提供等を実施

就学前の教育・保育を一体として捉え、

一貫して提供する施設

認　定

こども園

認定こども園の“基本的な考え方”

校
就
学
前
の
子
ど
も
に
「
教

育
」
と
「
保
育
」
を
一
体
的

に
実
施
・
提
供
す
る
た
め
の

施
設
で
、
幼
稚
園
と
保
育
所

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
併
せ

も
っ
た
施
設
で
す
。
（
左
上

図
参
照
）

　

こ
ど
も
園
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
、
満
３
歳
以
上
か
つ

就
学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て

は
認
定
の
区
分
（
別
表
１
参

照
）
に
限
ら
ず
、
学
級
ご
と

の
幼
児
教
育
や
保
育
活
動
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
別
表
２
参
照
）
。
こ

れ
ら
の
機
能
に
よ
り
、
幼
保

連
携
の
更
な
る
充
実
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
認
定
こ
ど

も
園
」
と
は
？

町立認定こども園条例を制定

満３歳以上の小学校就学前の

（２号認定に該当しない）子

ども。

満３歳以上の小学校就学前の

子どもで、保護者の労働や疾

病、その他内閣府令で定める

事由により、家庭で必要な保

育を受けることが困難である

もの。

満３歳未満（就学前）の子ど

もで、内閣府で定める事由に

より、家庭で必要な保育を受

けることが困難であるもの。

【１号認定】

（⇒幼稚園籍）

【２号認定】

（⇒保育所籍）

【３号認定】

（⇒保育所籍）

■別表１　認定の区分

（幼稚園籍や保育所籍の区分）

※保育料（預かり保育除く）は幼稚園籍と保育所籍で
　異なり、保育所籍においても利用時間などにより異
　なります。

主な条例制定・改正

※１ 教育・保育活動により時間は前後する場合があります。
※２ ５頁についても参照（預かり保育料）

7:30

8:30

9:00

13:00
※１

15:00

16:30

17:00

18:30

保育所籍

（２号認定）

保育所籍

（３号認定）

保　育学級による教育・保育活動を実施
（共通利用時間）

保育（標準時間利用）

保育（標準時間利用）

保　育

短
時
間
利
用(

保
育
所
籍)

登　園

降　園

登　園

降　園

幼稚園籍

（１号認定）

籍

時間

保　育

(預かり保育①)
※２

(預かり保育②)
※２

■別表２　応桑こども園の基本的な一日の流れ(通常保育)

▲新設された応桑こども園
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町
内
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育
料
を
改
正

　

町
内
幼
稚
園
で
実
施
し
て

い
る
「
預
か
り
保
育
」
の
料

金
区
分
を
細
分
化
し
、
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
、
町
立

幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
３
月
２
日
、
本
会
議
）

　

主
な
改
正
内
容
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
よ
り
、
預
か

り
保
育
料
に
つ
い
て
利
用
時

間
区
分
に
応
じ
た
金
額
を
徴

収
す
る
よ
う
改
正
す
る
も
の

で
、
幼
稚
園
児
１
人
の
月
額

保
育
料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
（
別
表
①
参
照
）

　

例
え
ば
、
月
曜
か
ら
金
曜

の
通
常
保
育
期
間
に
降
園
後

（
午
後
１
時
頃
）
か
ら
17
時

ま
で
預
か
り
保
育
を
利
用
す

る
方
に
つ
い
て
、
改
正
前
は

５
０
０
円
を
支
払
っ
て
い
ま

質
疑
応
答

し
た
が
、
改
正
後
は
４
０
０

円
（
２
０
０
円×

２
区
分
）

の
支
払
い
と
な
り
、
こ
の

場
合
で
は
改
正
後
の
方
が
１

０
０
円
安
く
利
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
別
表
②

上
段
を
参
照
）

　

ま
た
、
長
期
休
業
期
間
中

の
預
か
り
保
育
に
つ
い
て

は
、
全
体
的
に
料
金
が
安
価

と
な
り
、
利
用
料
金
も
明
確

に
な
っ
た
こ
と
で
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
（
別
表

②
下
段
を
参
照
）

　　
　
　

浅
井
議
員　

決
め
ら

　
　
　

れ
た
時
間
を
少
し
で

も
超
過
し
た
場
合
、
料
金
は

２
０
０
円
加
算
さ
れ
る
形
に

な
る
の
か
。

　
　
　

教
育
課
長　

10
分
や

　
　
　

30
分
超
過
し
た
場
合

な
ど
、
色
々
な
ケ
ー
ス
に
対

す
る
設
定
は
難
し
い
た
め
、

検
討
し
た
い
。

利
用
料
金
が

少
し
お
得
に
な
り
ま
す

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
長
野
原
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
３
月
２
日
、
本
会
議
）

　

主
な
改
正
内
容
は
、
平
成

27
年
度
に
実
施
さ
れ
た
軽
自

動
車
税
に
関
す
る
グ
リ
ー
ン

化
特
例
を
１
年
間
延
長
す
る

改
正
な
ど
が
あ
り
、
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
に
最
初
の
新

規
検
査
を
受
け
た
新
車
の
三

輪
・
四
輪
軽
自
動
車
で
、
基

準
を
満
た
す
車
両
は
翌
年
度

（
平
成
29
年
度
）
分
の
軽
自

動
車
税
に
限
り
グ
リ
ー
ン
化

特
例
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
化
特
例
を

１
年
間
延
長

町
税
条
例

　
　
一
部
改
正

▲町立中央幼稚園

１）通常保育（月曜～金曜）の預かり保育

時　　間

午後１時～午後３時

午後３時～午後５時

料　　金

１回200円

１回200円

■別表①　預かり保育料表

時　　間

午前９時～午後１時頃※

午後１時～午後３時

午後３時～午後５時

料　　金

１回200円

１回200円

１回200円

２）長期休業期間中の預かり保育

※　一日利用は９時～ 17 時まで（改正後は計

　　600 円 ) となります。午前のみの利用は 12 時 

　　まで、午後のみ利用は 13 時から預かります。

改 正 後改 正 前

■別表②　改正前後比較表（例）

長期休業期間

9時 17時16時

(300円)

12時 13時

※

(500円)

(300円)

長期休業期間

9時 17時12時 15時13時

(200円)(200円)(200円) ※

通常保育期間

13時頃 17時

(500円)

16時

（300円）

通常保育期間

13時頃 17時15時

（200円） （200円）

計400円

教育課程に係わる教育時間終了後等に行う教育

活動を預かり保育といいます。
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国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

生活再建支援事業

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

浅 間 園 事 業

合　　計

9億34万3千円

8,374万1千円

2億393万1千円

6,643万8千円

1億10万1千円

5億4,397万9千円

1億2,000万円

8,393万1千円

623万3千円

4,009万1千円

21億4,878万8千円

 97.7％

108.8％

 51.8％

 93.3％

118.9％

104.2％

100.0％

102.7％

100.4％   

 88.8％

 92.5％

予 算 額 前年度比特 別 会 計 名 予　算　額

収益的収入 4,761万2千円

収益的支出 4,761万2千円

資本的支出 3,370万5千円

収益的収入 8,007万3千円

収益的支出 8,007万3千円

資本的収入   920万6千円

資本的支出 4,157万7千円

前年度比

100.0％

100.0％

 80.3％

100.2％

100.2％

106.1％

 94.9％

企業会計名

浅間上水道

事 業 会 計

北 軽 井 沢
簡 易 水 道
事 業 会 計

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１　６

104.2％

100.0％

102.7％

100.4％   

 88.8％

 92.5％

資本的支出 4,157万7千円  94.9％

特別会計…一般会計と区分して経理する必要

　　　　　のある会計。

企業会計…地方公営企業法が適用される公営

　　　　　企業の会計。

自主財源…町が自主的に収入・徴収ができる

　　　　　財源。

依存財源…国や県などから交付される財源。

用
語
解
説

▼特別会計の当初予算 ▼各企業会計の当初予算

　
定
例
会
２
日
目
と
な
る
３
月
９
日
の
本
会
議
で
、
平
成

29
年
度
の
当
初
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
当

初
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
予
算
額
88
億
４
９
４
１
万
円
と
な
り
、
前

年
と
比
較
す
る
と
19
億
７
７
９
５
万
８
千
円
の
増
額
（
２

８
・
８
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
近
年
で
も
大
規
模

な
当
初
予
算
と
な
り
（
次
頁

別
表
１
参
照
）
、
歳
入
歳
出

総
額
88
億
４
９
４
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
ダ

ム
関
連
事
業
予
算
は
46
億
１

７
６
４
万
９
千
円
で
全
体

の
52
・
２
％
を
占
め
、
こ

れ
を
除
い
た
一
般
会
計
予
算

は
42
億
３
１
７
６
万
１
千
円

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
３
億

４
１
０
万
１
千
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
ダ
ム
関
連
事
業

等
の
追
加
に
伴
い
、
県
支
出

金
が
８
億
３
３
２
９
万
２
千

円
の
増
額
（
前
年
度
比
２
０

４
・
６
％
増
）
、
諸
収
入
が

９
億
９
５
９
６
万
２
千
円
の

増
額
（
前
年
度
比
55
・
５
％

増
）
、
役
場
新
庁
舎
や
住
民

総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴

い
、
町
債
が
３
億
２
０
０
０

万
円
増
額
（
前
年
度
比
２
０

０
％
増
）
と
な
っ
た
一
方
、

※浅間上水道事業(企業)会計の資本的収入は前年度含め０円

新
庁
舎
・
ダ
ム
事
業
で

大
規
模
予
算
に

13会計当初予算を可決
[ 平成29年度一般・特別・企業会計 ]

前年度比　１２８.８％

88億4,941万円

ダ
ム
関
連
補
助
事
業
の
完
成

等
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
が

２
億
３
１
２
５
万
９
千
円

の
減
額
（
前
年
度
比
21
・
４

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
ダ
ム
関

連
事
業
等
の
追
加
に
よ
り
、

教
育
費
や
商
工
費
、
農
林
水

産
業
費
合
わ
せ
て
10
億
３
３

０
４
万
２
千
円
の
増
額
（
前

年
度
比
73
・
６
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
梁
や

用
地
買
収
等
の
終
了
に
よ
り

土
木
費
が
３
億
３
０
７
１
万

円
の
減
額
（
前
年
度
比
19
・

４
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

※

一
般
会
計
の
内
訳
等
に
つ

い
て
は
次
頁
、
特
別
・
企
業

会
計
に
つ
い
て
は
下
表
を
参

照
）

一般会計
予 算
総 額
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自主財源 53.8％（47億6,154万3千円）

依存財源 46.2％（40億8,786万7千円）

Pick Up!!
平成29年度の事業

歳 出

88億
4,941万円

議会費
5,796万8千円
0.7％

総務費
29億4,247万7千円
33.3％

民生費
7億3,946万円
8.4％

衛生費
7億1,517万4千円
8.1％

農林水産業費
7億4,046万7千円
8.4％

商工費
5億1,344万5千円
5.8％

土木費
13億7,425万5千円
15.5％

消防費
1億9,816万1千円
2.2％

教育費
11億8,344万9千円
13.4％

公債費
3億8,280万9千円
4.3％

労働費ほか
174万5千円
0.02％

歳 入

88億
4,941万円

諸収入
27億9,209万7千円
31.6％

繰入金
7億1,318万3千円
8.1％

町税
9億6,522万2千円
10.9％

財産収入ほか
2億9,104万1千円
3.3％

地方交付税
13億3,000万円
15.0％

県支出金
12億4,051万8千円
14.0％

国庫支出金
8億4,924万8千円
9.6％

町債
4億8,000万1千円
5.4％

地方譲与税･その他交付金
9,810万円
1.1％ 地方消費税交付金

9,000万円
1.0％

80億

60億

40億

20億

0

100億

78
億
５
１
０
５
万
１
千
円

69
億
５
７
９
４
万
１
千
円

64
億
４
０
２
５
万
２
千
円

68
億
７
１
４
５
万
２
千
円

88
億
４
９
４
１
万
円

25年
26年

27年
28年

29年

■別表１　一般会計当初予算の推移

　役場新庁舎および住

民総合センターの詳細

設計が完了し、平成30

年度中の完成を目指

し、建設工事に着手す

る予定です。

場新庁舎･住民総合センター整備事業 10億814万8千円役

オパーク関連事業 818万円ジ　昨年９月に日本ジオ

パークに認定された浅

間山北麓ジオパークで

すが、ジオツアーや講

演会、勉強会など更な

るジオパーク活動の充

実を進めていきます。

継続

出支援バス運行事業 193万7千円外

拡充

　通院支援を目的とした福

祉バスの運行に加え、買い

物や銀行などへの外出支援

を目的とした外出支援バス

運行事業を行う予定です。

新規

域振興事業 769万5千円地

　地域活性化関連事業

などへの補助金、空き

家バンク事業をはじめ

とした移住定住施策や

各種イベント開催を行

います。

(写真：婚活イベント)

継続

0 20 40 60 80 100

■別表２　町税の内訳

町民税
3億2,699万7千円
33.9％

固定資産税
5億5,336万6千円
57.3％

軽自動車税
2,302万円
2.4％

町たばこ税
5,280万2千円
5.5％

入湯税･特別土地保有税
903万7千円
0.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

平成29年度当初予算

※構成比は項目ごとに四捨五入しているため合計が100％にならない場合があります。

BANK

SHOP
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補
正
予
算

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
５
号
）

　　

主
に
町
道
林
線
改
良
工
事

に
係
わ
る
補
正
が
あ
り
、
歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
５
３
１

１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
83
億
５
６
３
９
万
１
千

円
に
す
る
補
正
で
す
。

契
約
の
変
更

■
北
軽
井
沢
地
区
集
会
所
新

　

築
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

に
つ
い
て

　

建
物
内
外
装
や
設
備
の
変

更
、
備
品
の
追
加
に
よ
り
１

８
３
万
６
千
円
を
増
額
し
、

変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

■
町
道
長
野
原
線
（
仮
称
）

　

嶋
木
橋
上
部
工
工
事
委
託

　

契
約
変
更
に
つ
い
て

　

作
業
工
程
の
短
縮
に
よ
り

橋
梁
架
設
費
用
の
低
減
が
図

ら
れ
、
３
３
７
９
万
２
千
円

を
減
額
し
変
更
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

■
東
部
簡
易
水
道
配
水
池
築

　

造
工
事
（
川
原
畑
配
水

　

池
）
請
負
契
約
の
変
更
に

　

つ
い
て

　

擁
壁
工
事
や
杭
基
礎
工
事

の
数
量
減
少
に
よ
り
、
79
万

９
２
０
０
円
を
減
額
し
変
更

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

■
普
通
財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
が
施
行
す
る

代
替
地
造
成
工
事
区
域
内
の

普
通
財
産
を
締
結
し
た
覚
書

に
基
づ
き
譲
渡
す
る
も
の
で

す
。 ２

月
臨
時
会
で

全
案
件
を
可
決

２月臨時会

浅
沼
議
員　

平
成
29
年
度
の

新
事
業
で
あ
る
外
出
支
援
バ

ス
運
行
事
業
に
つ
い
て
運
用

や
行
程
な
ど
詳
細
説
明
を
。

企
画
政
策
課
長　

基
本
的
に

福
祉
バ
ス
の
路
線
や
運
行
す

る
曜
日
を
踏
襲
す
る
考
え
。

福
祉
バ
ス
は
第
２
・
４
週
の

火
・
水
・
木
・
金
曜
日
（
４

コ
ー
ス
）
の
運
行
だ
が
、
外

出
支
援
バ
ス
は
第
１
・
３
週

に
運
行
す
る
予
定
。

黒
岩
議
員　

浅
間
ジ
オ
パ
ー

ク
関
連
事
業
の
予
算
約
８
０

０
万
円
の
う
ち
約
６
０
０
万

円
が
負
担
金
と
な
っ
て
い
る

が
、
残
り
の
予
算
で
行
う
事

業
は
何
を
行
う
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

浅
間
山
北

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

ま
だ
ま
だ
町
民
皆
さ
ま
に
浸

透
し
て
い
な
い
状
況
か
ら
、

ジ
オ
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
重
点
を
お
い
た
事
業

を
行
う
予
定
。
具
体
的
に
は

講
座
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
。

牧
山
議
員　

新
庁
舎
と
住
民

総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
わ

る
用
地
取
得
費
な
ど
の
予
算

計
画
に
つ
い
て
説
明
を
。

総
務
課
長　

用
地
取
得
に
つ

い
て
は
新
庁
舎
が
約
２
億
４

９
０
０
万
円
、
住
民
総
合
セ

ン
タ
ー
（
以
下｢

住
総｣

と
す

る
。)

が
約
２
億
３
７
０
０
万

円
を
予
定
。
新
庁
舎
分
は
財
政

調
整
基
金
を
充
当
し
、
住
総
は

利
根
川
・
荒
川
水
源
地
域
対
策

基
金
（
以
下
「
利
根
荒
川
基

金｣

と
す
る
。)
を
充
当
す
る
。

　

平
成
29
年
度
分
の
建
設
費

に
つ
い
て
は
新
庁
舎
分
が
約

４
億
５
０
０
０
万
円
、
住
総

分
が
約
５
億
４
０
０
０
万
円

を
予
定
。
新
庁
舎
分
は
財
政

調
整
基
金
や
地
方
債
等
を
充

当
し
、
住
総
分
に
つ
い
て
は

利
根
荒
川
基
金
を
充
当
す
る
。

な
お
、
平
成
30
年
度
分
に
つ

い
て
は
今
後
精
査
す
る
。

浅
井
議
員　

（
浅
間
園
事
業

特
別
会
計
予
算
）
浅
間
園
に

非
常
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
昨
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

運
営
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

レ
ス
ト
ラ

ン
の
売
り
上
げ
は
少
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
売
店
で
の
売

り
上
げ
が
予
想
以
上
に
伸
び

た
た
め
、
今
後
は
売
店
で
購

入
し
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ー

ト
イ
ン
の
よ
う
な
形
で
運
営

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
別
会
計
予
算

Ｑ
①
．
外
出
支
援
バ
ス

の
詳
細
説
明
を

Ａ
①
．
基
本
的
に
福
祉

バ
ス
を
踏
襲

Ｑ
②
．
町
単
独
の
ジ
オ

パ
ー
ク
事
業
は

Ａ
②
．
ジ
オ
ツ
ア
ー
や

講
座
等
を
行
う

一
般
会
計
予
算

Ｑ
③
．
新
庁
舎
・
住
総

の
予
算
計
画
説
明
を

Ａ
③
．
庁
舎
用
地
取
得

費
約
２
億
４
９
０
０
万

Ｑ
④
．
非
常
食
レ
ス
ト

ラ
ン
の
運
営
状
況
は

Ａ
④
．
イ
ー
ト
イ
ン
方

式
へ
変
更
予
定

平
成
29
年
度

一
般･
特
別
会
計
予
算
質
疑
応
答

※

紙
面
の
都
合
上
、
要
約
を
し
た
上
で
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平成29年度当初予算
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▲当初より謝礼品が増えました

補
正
予
算

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
５
号
）

　　

主
に
町
道
林
線
改
良
工
事

に
係
わ
る
補
正
が
あ
り
、
歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
５
３
１

１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
83
億
５
６
３
９
万
１
千

円
に
す
る
補
正
で
す
。

契
約
の
変
更

■
北
軽
井
沢
地
区
集
会
所
新

　

築
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

に
つ
い
て

　

建
物
内
外
装
や
設
備
の
変

更
、
備
品
の
追
加
に
よ
り
１

８
３
万
６
千
円
を
増
額
し
、

変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

■
町
道
長
野
原
線
（
仮
称
）

　

嶋
木
橋
上
部
工
工
事
委
託

　

契
約
変
更
に
つ
い
て

　

作
業
工
程
の
短
縮
に
よ
り

橋
梁
架
設
費
用
の
低
減
が
図

ら
れ
、
３
３
７
９
万
２
千
円

を
減
額
し
変
更
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

■
東
部
簡
易
水
道
配
水
池
築

　

造
工
事
（
川
原
畑
配
水

　

池
）
請
負
契
約
の
変
更
に

　

つ
い
て

　

擁
壁
工
事
や
杭
基
礎
工
事

の
数
量
減
少
に
よ
り
、
79
万

９
２
０
０
円
を
減
額
し
変
更

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

■
普
通
財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
が
施
行
す
る

代
替
地
造
成
工
事
区
域
内
の

普
通
財
産
を
締
結
し
た
覚
書

に
基
づ
き
譲
渡
す
る
も
の
で

す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
・
特
別

会
計
10
会
計
の
補
正
予
算
を

原
案
（
左
表
参
照
）
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
（
３
月

９
日
本
会
議
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

■平成28年度一般・特別会計補正予算表

△6億1,326万5千円

△1,735万円

556万円

△2,450万円

△645万9千円

△1,114万9千円

△3,269万4千円

△8,751万2千円

△154万1千円

△1,175万8千円

△8億66万8千円

補 正 額会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

生活再建支援事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

浅 間 園 事 業 特 別 会 計

合　　　計

77億4,312万6千円

9億3,154万1千円

7,711万2千円

3億8,143万5千円

6,561万1千円

9,037万7千円

4億9,493万7千円

3,248万8千円

467万円

3,685万9千円

98億5,815万6千円

補正後の総額

平
成
28
年
度
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算

10
会
計
合
わ
せ
約
８
億
減
額
補
正

い
て
は
、
主
に
ダ
ム
関
連
事

業
の
繰
越
等
に
よ
り
６
億
１

３
２
６
万
５
千
円
の
減
額
補

正
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ほ
か
９
特
別
会
計
は
各
事
業

費
の
確
定
に
伴
う
減
額
補
正

が
主
な
も
の
で
、
一
般
と
特

別
会
計
合
わ
せ
８
億
66
万
８

千
円
の
減
額
補
正
と
な
り
ま

し
た
。

黒
岩
議
員　

（
一
般
会
計
補

正
予
算
）
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
３
８
０
０
万
円
減
額

し
、
６
２
０
０
万
円
に
し
た

理
由
は
。

総
務
課
長　

昨
年
の
実
績
に

よ
り
、
目
標
額
の
１
億
円
を

計
上
し
て
い
た
。
２
月
末
で

約
５
８
０
０
万
円
の
収
入
と

伸
び
悩
ん
だ
た
め
平
成
28
年

度
の
見
込
額
を
減
額
し
た
。

牧
山
議
員　

（
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
）
保
険
給

付
費
の
減
額
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
傾

向
と
な
る
か
。

町
民
生
活
課
長　

減
額
の
要

因
と
し
て
「
デ
イ
ぬ
く
も
り

(

応
桑)

｣

・｢

は
な
か
し
わ

(

川
原
湯)

｣

の
開
設
や｢

岩

櫃
荘(

東
吾
妻
町)

｣

の
増
床

等
に
伴
い
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
増
を
見
込
ん
だ
が
、

利
用
数
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

よ
う
な
当
初
の
見
込
み
と
実

績
の
差
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
を
減
額
補
正
し
た
と

こ
ろ
。

補
正
予
算
質
疑

Ｑ
①
．
ふ
る
さ
と
寄
附

金
の
減
額
理
由
は

Ａ
①
．
２
月
末
時
点
の

実
績
か
ら
下
方
修
正

Ｑ
②
．
介
護
保
険
給
付

費
は
今
後
減
額
傾
向
か

Ａ
②
．
今
回
は
利
用
実

績
に
よ
る
減
額

平成28年度補正予算



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１　 １０

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果
各常任委員会の審議概要

件　　名

応桑用水路補修工事に伴う防火用水の

確保対策工事に係る補助金の交付につ

いての陳情

北軽井沢ロータリー周辺整備と町道拡

幅についての陳情

若者も高齢者も安心できる年金制度の

実現を求める陳情

平成29年度「給与所得等に係る市町村

民税・道府県民税特別徴収額の決定・

変更通知書（特別徴収義務者用）」へ

の個人番号記載の中止を求める陳情

提　出　者

応桑区長

竹渕　剛 ほか１名

北軽井沢区長

浅井　幹一

全日本年金者組合群馬県本部

委員長 田村 照代 ほか１名

群馬県保険医協会

会長 木村 康

結　　果

採　択

（７５％補助）

採　択

（防火水槽を残すことが条件）

趣旨採択

不　採　択

■請願・陳情の結果一覧

　付託された陳情３件について、３月

２日（木）に審査を行いました。

　応桑区より提出された防火用水の確

保対策工事についての陳情は75％補助

の採択としました。

　全日本年金者組合群馬県本部より提

出された陳情は、年金支給を国際水準

総務文教常任委員会

　応桑区陳情を採択　　　　　　　　

　ほか趣旨採択１件、不採択１件　　

並みに毎月支給すること等を要望する

意見書の提出を求める陳情です。陳情

趣旨は賛同する一方、政治課題や社会

構造を踏まえると現在の状況はやむ得

ないと判断し、趣旨採択としました。

　群馬県保険医協会から提出された個

人番号に関する陳情については、様式

へ個人番号の記載を差し止めることや

様式変更を要望する意見書の提出を求

めるもので、既に国から個人番号の記

載を指示されており、実施しているこ

と等を踏まえ、不採択としました。

産業建設常任委員会

北軽井沢区陳情を条件付で採択

　付託された陳情１件について、３月

２日（木）に審査を行いました。

　北軽井沢区より提出された北軽井沢

ロータリー周辺整備と町道拡幅につい

ての陳情は採択としましたが、防火水

槽を解体せずにそのまま残して整備を

進めることを条件としました。



１１　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１

　
一
般
質
問
と
は
、
定
例
会

に
お
い
て
、
各
議
員
が
住
民

の
代
表
と
し
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
正
す
も
の
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
７
名
が

登
壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
質
問
内
容
に
つ
い

て
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

今
回
の
一
般
質
問
は
移
住
定

住
施
策
や
英
語
教
育
に
つ
い

て
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
内
容
を
要
約
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

一
般
質
問
は

議
員
７
名
が
登
壇

質　問　者 質　問　内　容 ページ

冨澤 重男 議員
①遊休農地の活用方法は

②農地利用最適化推進委員の効果は
１２

浅沼 克行 議員 公共下水道の加入促進施策は １３

入澤 信夫 議員 観光施設等と噴火対応の協議を １４

浅井　進　議員
①給食費無料化について考えは

②今後の幼小中英語教育の計画は
１５

牧山　明　議員
①地域生活支援拠点整備の具体化を

②日帰り温泉施設の整備を
１６

黒岩　巧　議員 各施策の状況と財政計画は １７

篠原　茂　議員 小中学校統合の可能性は １８

ここが知りたい！

▲萩原町長による答弁の様子



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１　 １２

冨澤　重男　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

①
引
き
続
き
遊
休
農
地
の
減
少
等
へ
努
力

②
農
地
利
用
集
積
な
ど
、最
適
化
進
め
る

　
　
　

①
県
内
の
遊
休
農
地

　
　
　

は
県
内
農
地
総
面
積

の
約
20
％
に
あ
た
る
と
の
こ

と
だ
が
、
実
態
は
ど
う
な
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

②
農
業
委
員
会
の
組
織
に

お
い
て
、
新
た
に
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
（
以
下

「
推
進
委
員
」
と
す
る
。
）

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　

①
本
町
の
遊
休
農
地

　
　
　

は
53 

ha
で
農
地
全
体

の
３
・
６
％
、
そ
の
う
ち
町

外
所
有
者
は
40 

ha
、
ほ
と
ん

ど
が
小
規
模
か
つ
傾
斜
地
で

進
入
路
も
狭
い
。
引
き
続

き
、
所
有
者
へ
の
意
向
調
査

や
現
況
確
認
等
を
行
い
、
遊

休
農
地
の
減
少
や
発
生
防
止

に
努
め
た
い
。

　

②
本
年
７
月
よ
り
設
置
と

な
る
が
、
推
進
委
員
は
担
当

地
区
を
持
ち
、
現
場
で
の
実

践
活
動
が
主
と
な
る
。
具
体

的
に
は
「
農
地
利
用
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
指
針
」
を

策
定
し
、
遊
休
農
地
の
解
消

や
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集

遊休農地の活用方法は

農地利用最適化推進委員の効果は

①

②

積
な
ど
の
数
値
目
標
等
達
成

に
向
け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農

地
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
農
地
利

用
の
最
適
化
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　

遊
休
農
地
に
関
し
て

　
　
　

は
以
前
か
ら
国
や

県
、
町
が
施
策
を
講
じ
て
い

る
か
と
思
う
が
、
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
態

と
認
識
し
て
い
る
。

　

指
針
を
立
て
た
上
で
農
業

委
員
や
推
進
委
員
、
事
務
局

が
連
携
し
て
遊
休
農
地
解
消

等
の
数
値
目
標
達
成
に
向
け

や
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
個
人
の
財
産
権
や
農
地

法
の
関
係
等
、
高
い
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
。
是
非
と
も
、
当

町
の
農
業
者
が
奮
っ
て
参
加

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　

推
進
委
員
の
役
割
に

　
　
　

お
け
る
３
本
柱
は
遊

休
農
地
の
減
少
・
発
生
防

止
、
農
地
の
集
約
化
、
新
規

就
農
者
の
確
保
・
育
成
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

推
進
委
員
は
農
業
未
経
験

者
で
も
良
い
と
さ
れ
て
い

る
。
難
し
い
と
は
思
う
が
、

な
る
べ
く
若
い
方
に
務
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
重
要
な
の
は
、
基
幹
産

業
と
し
て
町
を
支
え
て
い
る

農
業
に
つ
い
て
応
援
し
て
く

れ
る
理
解
者
を
増
や
す
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め

て
、
推
進
委
員
は
未
知
数
な

と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
も
ご

指
導
い
た
だ
き
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。　



１３　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１

▲長野原浄化センター

浅沼　克行　議員

公共下水道の

加入促進施策は

ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　
平
成
20
年
度
よ
り
公

　
　
　
共
下
水
道
事
業
の
供

用
が
開
始
さ
れ
、
当
初
か
ら

加
入
率
向
上
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　
加
入
率
が
高
く
、
処
理
水

が
多
い
と
処
理
原
価
が
安
く

な
る
た
め
町
負
担
の
軽
減
と

な
る
が
、
加
入
促
進
へ
の
施

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
ダ
ム
水

没
地
域
の
代
替
地
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
捗

周
知
徹
底
を
し
て
い
く

さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
当
事
業
に
つ
い
て
は

　
　
　
平
成
24
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
住
宅
改
修
補
助

金
の
中
で
下
水
道
の
接
続
費

用
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
引
き
続

き
周
知
を
図
り
、
加
入
率
を

高
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
長
野
原
を
除
く
ダ

ム
水
没
関
係
地
区
に
つ
い
て

は
、
ダ
ム
関
連
道
路
事
業
の

進
捗
に
併
せ
、
管
路
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
度

に
は
完
成
予
定
。
こ
の
地
区

が
接
続
と
な
れ
ば
加
入
率
は

約
68
・
９
％
に
な
る
見
込

み
。

　
　
　
平
成
20
年
度
当
初
に

　
　
　
は
多
く
の
地
区
で
下

水
道
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
。
こ
こ
１
年
２
年
の
進
捗

を
見
る
と
、
工
事
箇
所
が
見

当
た
ら
な
い
た
め
、
進
捗
率

が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
要
因
と
し
て
は
啓
発
活
動

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
加
入
率
を
１
０
０
％

に
近
付
け
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
が
問
題
。
負
担

金
の
補
助
や
減
免
制
度
も
必

要
だ
が
、
チ
ラ
シ
や
未
加
入

家
庭
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
な
ど
、
色
々
な
場
面
を
通

じ
て
の
啓
発
活
動
を
進
め
て

欲
し
い
。

　
　
　
補
助
金
に
関
し
て
も

　
　
　
知
ら
な
い
町
民
は
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。
公
共

下
水
道
加
入
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
や
維
持
管
理
な
ど
の
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
は
義
務

だ
と
考
え
て
い
る
。
周
知
徹

底
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
平
成
20
年
度
の
供
用

開
始
前
に
質
問
を
し
て
い
る

が
、
そ
の
際
に
１
４
０
０
戸

加
入
見
込
み
で
、
３
年
後
に

全
戸
加
入
を
目
標
と
す
る
と

答
弁
い
た
だ
い
た
。
今
の
状

況
と
比
較
す
る
と
だ
い
ぶ
遠

い
状
況
だ
と
思
う
が
、
目
標

が
あ
っ
た
の
は
事
実
。
そ
の

目
標
に
向
か
っ
て
１
件
で
も

近
付
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
弱
者
や
高
齢
者
な

ど
、
諸
事
情
で
加
入
で
き
な

い
方
も
出
て
く
る
と
は
思
う

が
、
ま
ず
は
加
入
可
能
な
未

加
入
家
庭
に
啓
発
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
目
指
す
べ
き
は
１
０

　
　
　
０
％
だ
と
思
っ
て
い

る
。
長
野
原
を
除
く
水
没
関

係
地
区
が
接
続
し
始
め
る
時

が
周
知
徹
底
す
る
良
い
チ
ャ

ン
ス
だ
と
考
え
て
い
る
。
努

力
し
て
い
き
た
い
。



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１　 １４

入澤　信夫　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

被
害
想
定
等
明
確
に
し

再
度
検
討
す
る

　
　
　

浅
間
山
が
噴
火
し
た

　
　
　

際
、
少
な
か
ら
ず
浅

間
山
東
側
へ
降
灰
や
噴
石
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
周
辺
に
位
置
す
る

観
光
施
設
等
を
は
じ
め
と
し

た
事
業
所
と
避
難
対
応
等
の

協
議
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

浅
間
山
の
防
災
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
群
馬
・
長

野
両
県
や
周
辺
自
治
体
な
ど

で
構
成
し
て
い
る
浅
間
山
火

山
防
災
協
議
会
で
、
防
災
計

画
と
い
っ
た
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
等
を
進
め
て
お
り
、

降
灰
や
噴
石
等
に
よ
る
防
災

対
策
に
つ
い
て
も
本
会
に
お

い
て
検
討
・
協
議
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　

浅
間
山
の
東
側
に
位
置
す

る
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
か
ら
避
難
路
と
し

て
軽
井
沢
林
道
を
利
用
す
る

こ
と
で
協
定
を
締
結
し
て
い

る
が
、
林
道
と
い
う
性
質

上
、
十
分
な
整
備
は
さ
れ
て

い
な
い
。
噴
火
に
よ
る
被
害

想
定
や
影
響
範
囲
を
明
確
に

し
た
後
に
周
辺
事
業
所
や
関

係
機
関
を
交
え
、
再
度
避
難

路
等
の
検
討
を
行
い
た
い
。

　
　
　

例
と
し
て
、
浅
間
家

　
　
　

畜
育
成
牧
場
で
は
噴

火
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
、

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
も
の
を
各
観
光
施
設
に
設

置
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

　
　
　

現
在
ま
で
、
レ
ベ
ル

　
　
　

３
ま
で
の
避
難
計
画

【浅間山火山防災関連】

観光施設等と噴火対応の協議を

や
体
制
は
計
画
付
け
さ
れ
て

い
る
が
、
レ
ベ
ル
４
や
５
に

対
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
現
在
未
策
定
で
、

ま
さ
に
来
年
策
定
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

大
き
な
観
光
施
設
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
町
と
し
て

周
知
徹
底
が
さ
れ
て
い
な
い

部
分
が
あ
る
た
め
、
今
後
は

そ
う
い
っ
た
機
会
を
設
け
て

い
き
た
い
。

　
　
　

今
後
は
キ
ャ
ン
プ
場

　
　
　

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
等
で
浅
間
山
周
辺
に

誘
客
す
る
か
と
思
う
が
、
そ

う
い
う
所
に
配
慮
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　

自
然
災
害
は
ど
う
い

　
　
　

う
状
況
に
陥
る
か
予

想
で
き
な
い
。
避
難
計
画
等

を
し
っ
か
り
策
定
し
、
併
せ

て
ハ
ー
ド
面
も
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
。
検
討
し
て
い
き

た
い
。

▲説明会の様子

活 動 報 告

吾妻振興局

県政説明会

　

吾
妻
振
興
局
県
政
説
明
会

が
平
成
29
年
２
月
16
日(

木)

、

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

（
中
之
条
町
）
に
て
開
催
さ

れ
、
全
議
員
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
吾
妻
振

興
局
（
吾
妻
行
政
県
税
事
務

所
や
中
之
条
土
木
事
務
所
な

ど
）
が
平
成
29
年
度
の
各
事

業
や
県
政
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
う
も
の
で
す
。



１５　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１

浅井　進　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　

①
人
口
減
少
に
歯
止

　
　
　

め
を
か
け
る
に
は
、

本
町
が
町
民
に
と
っ
て
住
み

よ
く
魅
力
あ
る
町
と
な
る
必

要
が
あ
る
。
現
在
行
っ
て
い

る
移
住
定
住
施
策
で
あ
る
空

き
家
バ
ン
ク
や
婚
活
イ
ベ
ン

ト
等
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
他
町
村
が
給
食
費

を
無
料
に
す
る
動
き
が
あ
る

中
、
本
町
に
つ
い
て
も
無
料

①
財
政
状
況
を
考
慮
し
検
討
す
る

②
更
な
る
充
実
目
指
す

【移住定住施策関連】

給食費無料化について考えは

今後の幼小中英語教育の計画は

①

②

化
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

②
本
町
の
英
語
教
育
の
現

状
は
。
ま
た
、
今
後
の
方
針

は
あ
る
か
。

　
　
　

①
空
き
家
バ
ン
ク
に

　
　
　

つ
い
て
は
平
成
28
年

度
に
設
立
し
、
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
空
き
別
荘
を
取
り
込
ん

で
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
平
成
28
年
度
に
３
回
実
施

し
、
延
べ
63
名
の
男
女
が
参

加
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は

移
住
定
住
促
進
へ
の
大
き
な

要
因
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、
給
食
費
無
料
化
は
子
育

て
世
代
の
経
済
負
担
軽
減
と

い
う
点
で
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
当
面

は
現
状
の
ま
ま
進
め
、
財
政

状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

②
長
野
原
町
で
は
英
語
教

育
の
充
実
を
目
指
し
、
平
成

28
年
度
ま
で
に
応
桑
・
北
軽

小
に
英
語
の
支
援
員
を
配
置

し
た
。
ま
た
、
西
中
に
は
２

名
の
英
語
教
諭
を
配
置
し
、

う
ち
１
名
を
応
桑
・
北
軽
小

へ
派
遣
し
て
い
る
。
平
成
29

年
度
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

支
援
員
を
中
央
・
第
一
小
に

配
置
し
、
東
中
に
も
英
語
教

諭
を
２
名
配
置
し
た
の
で
、

う
ち
１
名
を
中
央
・
第
一
小

に
派
遣
す
る
。

　

今
後
の
本
町
に
お
け
る
英

語
教
育
の
充
実
を
考
慮
す
る

と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
も
国
の
方
針
を
受
け
な

が
ら
、
英
語
教
育
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

①
全
額
の
助
成
は
財

　
　
　

源
的
に
難
し
い
と
考

え
る
が
、
例
え
ば
５
割
を
町

が
負
担
し
、
残
り
を
子
ど
も

手
当
か
ら
天
引
き
す
る
よ
う

な
形
も
可
能
で
は
な
い
か
。

　

②
最
近
、
県
内
に
お
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
を
活

用
し
た
英
語
教
育
を
導
入
し

た
例
も
あ
る
。
今
後
も
英
語

教
育
は
重
要
と
な
る
た
め
、

本
町
に
お
い
て
も
様
々
な
施

策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

①
町
と
し
て
細
か
く

　
　
　

調
査
し
、
真
剣
に
検

討
し
た
い
。

　

②
環
境
を
し
っ
か
り
整
え

る
こ
と
や
英
語
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
す
こ
と
、
日
常
生

活
の
中
で
定
着
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
点
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
等
を

使
っ
た
英
語
教
育
も
財
政
状

況
を
考
え
て
検
討
し
た
い
。

※②は教育長への一般質問であるため、教育長が答弁を行いました。

▲給食（イメージ）



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１　 １６

牧山　明　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

①
各
関
係
機
関
の
意
思
統
一
が
必
要

②
応
桑･

北
軽
の
温
泉
施
設
利
用
を
検
討

　
　
　

①
「
第
５
期
障
害
福

　
　
　

祉
計
画
（
厚
生
労
働

省
）
」
の
基
本
方
針
で
は
、

平
成
32
年
度
末
ま
で
に
地
域

生
活
支
援
拠
点
等
を
少
な
く

と
も
一
つ
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
は
、
本

町
含
む
西
吾
妻
地
域
に
お
い

て
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
保

護
者
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
今
年

度
に
も
整
備
の
方
針
を
具
体

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

②
他
郡
内
町
村
で
は
、
住

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
日

帰
り
温
泉
施
設
が
あ
る
が
、

本
町
に
は
無
い
。
こ
の
よ
う

な
施
設
の
整
備
が
高
齢
者
の

居
場
所
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
町
民
の
交
流
促
進
の
観

点
に
お
い
て
も
大
き
く
貢
献

す
る
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　

①
地
域
生
活
支
援
拠

　
　
　

点
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
郡
６
ヶ
町
村
の
自
立
支

援
協
議
会
で
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
協
議
し

て
お
り
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る

方
向
で
協
議
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
郡
内
で

相
談
支
援
事
業
を
委
託
し
て

い
る
法
人
「
や
ま
ば
と
（
東

吾
妻
町
）
」
に
基
幹
相
談
セ

ン
タ
ー
を
、
「
大
原
荘
（
東

吾
妻
町
）
」
に
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
方
向
で
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

障
害
者
の
高
齢
化
、
親
亡

き
後
を
見
据
え
た
居
住
支
援

【障害福祉関連】

地域生活支援拠点整備の具体化を

日帰り温泉施設の整備を

①

②

に
つ
い
て
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
人
材
不
足
な
ど

課
題
は
多
い
。

　

②
現
在
、
町
高
齢
者
な
ら

び
に
障
害
者
の
温
泉
利
用
促

進
事
業
と
し
て
、
王
湯
を
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
応
桑
・
北
軽
井
沢
に

温
泉
利
用
の
可
能
性
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

①
特
に
西
吾
妻
に
民

　
　
　

間
の
法
人
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
大
規
模
な
施

設
を
作
る
、
広
域
で
考
え
る

と
な
る
と
思
う
よ
う
に
話
が

進
ま
な
い
の
が
現
状
。
小
規

模
で
も
町
単
位
で
作
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

短
期
入
所
に
関
し
て
は
、

簡
易
的
に
１
週
間
寝
泊
ま
り

が
で
き
て
、
支
援
者
が
い
れ

ば
問
題
な
い
の
で
は
な
い

か
。
試
験
的
で
も
、
実
践
し

な
が
ら
改
善
し
検
討
し
て
い

く
や
り
方
も
あ
る
と
思
う
。

　

②
王
湯
は
規
模
や
運
営
方

法
か
ら
し
て
大
勢
の
利
用
は

不
可
能
。
ま
た
、
利
用
す
る

人
は
概
ね
決
ま
っ
て
お
り
、

恩
恵
を
得
る
範
囲
は
限
ら
れ

て
い
る
。
小
中
規
模
で
も
誰

も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施

設
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　
　

に
つ
い
て
は
前
向
き

に
検
討
し
た
い
が
、
ま
ず
は

町
や
福
祉
会
な
ど
各
関
係
機

関
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

②
施
設
建
設
と
な
る
と
、
郡

内
の
例
か
ら
し
て
大
赤
字
を

生
み
出
す
施
設
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま
ず
は
応
桑
・

北
軽
井
沢
の
温
泉
施
設
利
用

の
仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。

※地域生活支援拠点：障害児者の地域生活支援に必要な機能を持つ施設

                　　（障害者支援施設やグループホームなど）



１７　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１１

黒岩　巧　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　

萩
原
町
長
は
就
任
以

　
　
　

来
、
様
々
な
施
策
や

事
業
を
進
め
て
き
た
と
思
う

が
、
六
次
産
業
化
事
業
に
お

け
る
今
後
の
具
体
的
な
計
画

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
起
業

支
援
や
企
業
誘
致
、
移
住
定

住
施
策
に
関
し
て
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

今
後
、
社
会
基
盤
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
維

持
管
理
に
か
か
る
経
費
も
増

え
る
と
思
う
。
こ
れ
に
関
す

る
中
長
期
的
な
財
政
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

六
次
産
業
化
事
業
に

　
　
　

つ
い
て
は
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業
の

基
盤
強
化
を
推
進
し
、
異
業

種
間
や
世
代
間
の
交
流
を
図

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

財
政
計
画
は

示
せ
る
段
階
に
な
い

【六次産業化・移住定住・企業誘致施策など】

各施策の状況と財政計画は

す
る
な
ど
引
き
続
き
研
究
会

を
開
催
す
る
と
共
に
、
若
者

や
移
住
者
か
ら
の
自
由
な
発

想
の
も
と
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　

起
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
現
在
ま
で
７
件
ほ
ど
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
引
き

続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、

情
報
収
集
や
発
信
な
ど
を
行

い
な
が
ら
よ
り
一
層
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

は
空
き
家
バ
ン
ク
設
立
や
情

報
発
信
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
徐
々
に
相
談
件
数
も
増

え
て
き
て
い
る
。

　

最
後
に
、
中
長
期
的
な
財

政
計
画
に
つ
い
て
は
八
ッ
場

ダ
ム
関
連
な
ど
不
確
定
な
要

素
が
多
く
、
現
在
の
と
こ
ろ

お
示
し
で
き
る
計
画
を
作
成

で
き
る
段
階
に
な
い
。

　
　
　

六
次
産
業
化
に
つ
い

　
　
　

て
は
現
在
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
中
で
、
様
々
な

案
を
具
体
的
に
ま
と
め
上
げ

る
人
物
等
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。

　

起
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
都
市
部
で
は
起
業
に
お

金
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
が
問

題
だ
が
、
本
町
だ
と
販
売
に

つ
い
て
が
問
題
。
し
か
し
、

良
い
物
を
作
れ
ば
お
客
は
つ

く
。
最
初
か
ら
諦
め
ず
、
で

き
る
方
法
を
模
索
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
是

非
、
個
人
や
中
小
零
細
企
業

が
夢
を
持
っ
て
本
町
で
起
業

や
創
業
で
き
る
仕
組
み
作
り

を
お
願
い
し
た
い
。

　

財
政
計
画
は
今
後
必
要
に

な
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

で
き
た
も
の
は
速
や
か
に
試

算
し
、
総
合
計
画
に
則
っ
た

形
で
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　

議
員
指
摘
の
と
お
り

　
　
　

六
次
産
業
化
に
つ
い

て
は
マ
ン
パ
ワ
ー
等
が
重
要

な
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
、
同
時
に
本
町
の
素
材
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
ま
ず
は
異
業
種

間
交
流
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

起
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

新
規
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の

受
け
入
れ
体
制
が
あ
る
こ
と

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
本
町

の
受
け
入
れ
体
制
や
魅
力
、

イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
試

算
も
し
て
い
る
が
、
不
確
定

な
の
で
皆
さ
ま
に
お
示
し
で

き
る
段
階
に
な
い
と
い
う
の

が
正
し
い
か
と
思
う
。
そ
の

部
分
は
「(

株)

長
野
原
町
」

と
い
う
感
覚
で
し
っ
か
り

や
っ
て
い
か
な
い
と
将
来
が

大
変
に
な
る
と
思
う
。
一
生

懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
。
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篠原　茂　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

協
議
検
討
の
場
を

立
ち
上
げ
る

　
　
　

本
町
の
人
口
減
少
が

　
　
　

進
み
、
既
に
第
一
小

学
校
で
は
複
式
授
業
が
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
小

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
考

え
は
あ
る
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
経
過
と

　
　
　

し
て
、
平
成
19
年
10

月
に
教
育
委
員
会
が
「
第
一

小
学
校
を
中
央
小
学
校
に
統

合
す
る
」
と
の
方
針
を
出
し

た
が
、
平
成
20
年
１
月
に
高

山
町
長
（
当
時
）
が
統
合
の

方
針
を
凍
結
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
お
よ

び
昨
年
秋
の
地
区
別
懇
談
会

に
お
い
て
も
学
校
統
合
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
町
民

の
関
心
は
高
い
。
今
後
、
教

育
委
員
会
と
も
十
分
協
議
を

行
っ
た
上
で
、
こ
の
問
題
に

関
す
る
検
討
の
場
を
平
成
29

年
度
中
に
立
ち
上
げ
、
具
体

的
な
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

「
複
式
授
業
は
困

　
　
　

る
。
解
消
し
て
ほ
し

い
。
」
と
い
う
声
が
多
く
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
人
口

減
少
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
子

ど
も
が
減
っ
て
い
く
と
、
現

状
の
小
学
校
数
４
校
だ
と
大

変
少
人
数
の
ク
ラ
ス
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
検
討
の

場
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
回

答
だ
が
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
進
め
て
も
ら
い
、
子
ど

も
達
が
た
く
さ
ん
の
人
数
で

一
緒
に
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

小中学校統合の可能性は

い
っ
た
環
境
作
り
は
行
政
の

責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。
早

急
に
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　

様
々
な
例
が
あ
る
中

　
　
　

で
、
統
廃
合
す
る
の

が
正
解
か
ど
う
か
は
言
え
な

い
が
、
ま
さ
に
現
在
、
こ
れ

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
中
に
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

統
廃
合
に
つ
い
て
長

　
　
　

所
や
短
所
は
あ
る
か

と
思
う
。
で
き
る
だ
け
早
く

町
民
の
意
見
を
聞
き
、
行
政

に
反
映
し
て
欲
し
い
。
少
な

く
と
も
、
私
の
地
域
で
は
複

式
授
業
は
解
消
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
声
が
あ
る
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

こ
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　

は
議
員
皆
さ
ん
に
も

ご
意
見
・
ご
指
導
を
頂
戴

し
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

表紙の写真　

　４月８日、川原湯神社にて行われた

同神社春祭りにて撮影しました。

　移転後初の同祭りには多くの地元住

民が訪れ、賑わいを見せました。ま

た、川原湯神社太々神楽連中による神

楽が奉納され、菓子や餅が撒かれる

と、一生懸命に取り合う子ども達の様

子が見られました。
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議
会
傍
聴
案
内

あなたも
議会を傍聴しませんか？

次

回

定

例

会

６月　６日(火)

　　　13日(火)
※発行日現在の予定

　議会の様子はどなたでも傍聴

することができます。

　傍聴を希望される方は、議会

開催日に直接議場（長野原町役

場２階）までお越しください。

　難しい手続きはなく、予約も

不要です。受付簿に氏名など必

須事項を記入の上、傍聴してく

ださい。会議中の入退室も自由

です。

　なお、開会時間は開催日によ

って異なります。傍聴を希望さ

れる際は長野原町議会事務局ま

でお問い合わせください。

▶詳しくは長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

までお問い合わせください。

　

定
例
会
ご
と
に
発
行
さ
れ

る
「
な
が
の
は
ら
ま
ち
議
会

だ
よ
り
」
や
議
会
の
内
容
が

わ
か
る
会
議
録
を
長
野
原
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
第
１
０
４

号
（
平
成
27
年
７
月
発
行

分
）
か
ら
、
会
議
録
は
平
成

27
年
５
月
臨
時
会
分
か
ら
掲

載
し
て
い
ま
す
。

※

会
議
録
は
完
成
次
第
更
新

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【議会だより・議会会議録】

長野原町ホームページで公開中

議会の動き

１月１日～４月17日までの主な動き

長野原町消防団出初式、平成29年長野原町新年交歓会

平成29年長野原町成人式

議会運営委員会

臨時議会

吾妻振興局県政説明会

議会運営委員会

定例議会（初日）、常任委員会

八ッ場ダム定礎式

定例議会（２日目）

管内中学校卒業式

定例議会（最終日）

管内幼稚園卒園式

管内小学校卒業式

保育所修了式

保育所入所式

管内小中学校入学式

長野原中央幼稚園・応桑こども園入園式

１月６日

　　８日

２月２日

　　14日

　　16日

　　23日

３月２日

　　４日

　　９日

　　13日

　　16日

　　22日

　　23日

　　27日

４月５日

　　７日

　　12日

※紙面の都合上、主な活動のみを掲載しています。

トップページ下段のアイコン

(左)からお進みください。



得票数３２４票
井口 やすひさ さん
(群馬県高崎市)の作品

優
秀
賞

｢

な
が
の
は
ら
ち
ゃ
ん｣

得票数１６８票
前田 昌克 さん

(大阪府北区)の作品

優
秀
賞

「な
が
の
ん
」

得票数４３５票
福添 歩美 さん

(大阪府大阪市)の作品

最
優
秀
賞

「に
ゃ
が
の
は
ら
」

　
平
成
29
年
を
迎
え
、
早
く

も
４
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

国
内
外
に
お
い
て
何
か
と
騒

が
し
い
様
子
で
、
政
治
や
経

済
、
外
交
な
ど
次
か
ら
次
へ

と
事
態
が
激
変
し
て
お
り
ま

す
。

　
町
政
で
は
今
年
度
予
算
も

決
定
し
、
約
88
億
５
千
万
円

と
過
去
最
大
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
八
ッ
場
ダ
ム
関
連
に

つ
い
て
は
３
年
後
の
完
成
に

向
け
生
活
再
建
関
連
事
業
等

も
加
速
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
ダ
ム
完
成
後
の
長

野
原
町
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
、
観
点
か
ら
検
討
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
町
民

一
丸
と
な
り
、
課
題
を
克
服

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

広
報
委
員

　
委
員
長
　
浅
沼
　
克
行

　
委　

員
　
牧
山
　
　
明

　
　
　
　
　
浅
井
　
　
進

　
　
　
　
　
冨
澤
　
重
男

最
優
秀
賞

　

昨
年
８
月
か
ら
約
２
ヶ
月

間
、
長
野
原
町
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
国
よ
り

２
０
３
作
品
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
町
選
考

委
員
会
で
審
査
し
、
最
終
候

補
10
作
品
を
選
出
後
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
投
票
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
長
野
原
町
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
長
野
原
町
の

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

総投票数１４６８票

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

〒
３
７
７
－
１
３
９
２

　群
馬

県
吾

妻
郡

長
野
原

町
大

字
長

野
原

６
６
－
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７
９
－
８
２
－
３
０
１
９

　Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
７
９
－
８
２
－
３
１
１
５

発
行
：
長
野
原
町
議
会

平
成
２
９
年
４
月
第
１
１
１
号

平
成
２
９
年
４
月
１
７
日
発
行


